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表紙*電子提供措置用*

証券コード8137

第78期 定時株主総会

招集ご通知

議決権の事前行使にご協力ください
インターネット等又は書面（郵送）による
議決権行使期限
2026年６月25日(木曜日)午後５時30分まで

事前質問受付期限
2026年６月19日(金曜日)午後５時30分まで

詳細は４～５頁をご確認ください。
　

開催日時
　

2026年６月26日（金曜日）午前10時
(受付開始：午前９時15分)

開催場所
　

東京都中央区京橋三丁目１番１号
(東京スクエアガーデンビル内)
東京コンベンションホール　５階
(末尾の会場ご案内図をご参照ください)

議　案
　

第１号議案 取締役（監査等委員である取
締役を除く。）７名選任の件

第２号議案 取締役（監査等委員である取締役及び社
外取締役を除く。）に対する譲渡制限付
株式の付与のための報酬額改定の件
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ご来場の株主様へのお土産の配布はございません。
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招集ご通知

株 主 各 位 証券コード　8137
（発送日）2026年６月５日

東京都中央区京橋三丁目１番１号

取締役社長 松尾　晶広

第78期定時株主総会招集ご通知

当社ウェブサイト https://www.sunwa.co.jp/ir/event/general_meeting/
　

東京証券取引所ウェブサイト
（東証上場会社情報サービス） https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

　

拝啓　平素は格別のご高配を賜りありがたく厚くお礼申し上げます。
さて、当社第78期定時株主総会を右記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上げます。
本株主総会の招集に際しましては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）につ

いて電子提供措置をとっており、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載しておりますので、以下
のウェブサイトにアクセスのうえ、ご確認くださいますようお願い申し上げます。

また、電子提供措置事項は、当社ウェブサイトのほか、東京証券取引所（東証）のウェブサイトにも
掲載しておりますので、以下よりご確認ください。

（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「サンワテクノス」又は「コ
ード」に当社証券コード「8137」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類/PR情報」を順に選択し
て、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知/株主総会資料」欄よりご確認ください。）
なお、当日のご出席に代えて、インターネット等又は書面（郵送）により議決権を行使することがで

きます。お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討いただき、本招集ご通知とあわせてお送りする
議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご記入のうえ、2026年６月25日（木曜日）午後５時30分まで
に到着するようにご返送くださるか、同日同時刻までに当社の指定する議決権行使ウェブサイト
（https://www.web54.net）より議決権をご行使いただきますようお願い申し上げます。なお、イン
ターネット等による議決権行使に際しましては、４～５頁の「インターネット等による議決権行使・事
前質問受付のご案内」をご確認くださいますようお願い申し上げます。

敬　具

－ 1 －
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招集ご通知

■1 日　　時 2026年６月26日（金曜日）午前10時（受付開始：午前９時15分）

■2 場　　所 東京都中央区京橋三丁目１番１号（東京スクエアガーデンビル内）
東京コンベンションホール　５階
(末尾の会場ご案内図をご参照ください)

■3 目的事項 報告事項 １．第78期（2025年４月１日から2026年３月31日まで）
事業報告の内容、連結計算書類の内容並びに会計監査人
及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件

２．第78期（2025年４月１日から2026年３月31日まで）
計算書類の内容報告の件

決議事項 第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）７名選任の件
第２号議案 取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除

く。）に対する譲渡制限付株式の付与のための報酬額改
定の件

■4 議決権行使につい
てのご案内 ３頁に記載の【議決権行使についてのご案内】をご参照ください。

●当日ご出席の際は、お手数ながら本招集ご通知とあわせてお送りする議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますよ
うお願い申し上げます。

●電子提供措置事項のうち、次の事項につきましては、法令及び当社定款第18条の規定に基づき、書面交付請求をいただい
た株主様に対してお送りする書面には記載しておりません。
・事業報告の「業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況」
・連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」「連結注記表」
・計算書類の「株主資本等変動計算書」「個別注記表」
なお、監査等委員会及び会計監査人は上記事項を含む監査対象書類を監査しております。

●電子提供措置事項に修正が生じた場合は、前頁記載の当社ウェブサイト及び東証ウェブサイトにおいて、その旨、修正前及
び修正後の事項を掲載いたします。

●当日は節電等の対応を行う場合がありますので、株主の皆様におかれましては軽装にてご出席ください。

記

以　上

－ 2 －
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議決権行使についてのご案内

株主総会にご出席される場合
議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。

日 時
　2026年６月26日（金曜日）午前10時（受付開始：午前９時15分）

　
場 所

　
東京都中央区京橋三丁目１番１号（東京スクエアガーデンビル
内）東京コンベンションホール　５階
(末尾の会場ご案内図をご参照ください)

　

書面（郵送）により議決権を行使される場合
本招集ご通知とあわせてお送りする議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示のうえ、切手
を貼らずにご投函ください。

行使期限
　2026年６月25日（木曜日）午後５時30分到着分まで

　　

インターネット等により議決権を行使される場合
インターネット等による議決権行使の場合は、次頁をご確認いただき、画面の案内に従って、議
案に対する賛否をご入力ください。

行使期限
　2026年６月25日（木曜日）午後５時30分入力完了分まで 　

　

① 株主様以外の方による不正アクセス（“なりすまし”）や議決権行使内容の改ざんを防止するため、ご利用の
株主様には、議決権行使サイト上で「パスワード」の変更をお願いすることとなりますのでご了承くださ
い。

② 株主総会の招集の都度、新しい「議決権行使コード」及び「パスワード」をご通知いたします。
③ 議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用（インターネット接続料金・電話料金等）は株主様の

ご負担となります。

議決権行使についてのご案内
議決権は、以下の３つのいずれかの方法により行使いただくことができます。

書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書において、議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成
の表示があったものとしてお取り扱いいたします。複数回議決権を行使された場合、当社に最後に到着した行使を有
効な議決権行使としてお取扱いいたします。なお、インターネット等による議決権行使と議決権行使書面が同日に到
着した場合は、インターネット等によるものを有効な議決権行使としてお取扱いいたします。

－ 3 －



インターネット等による議決権行使・
事前質問受付のご案内

インターネット等による議決権行使期限：
2026年６月25日（木曜日）午後５時30分まで
事前質問受付期限：
2026年６月19日（金曜日）午後５時30分まで

招集通知の確認も議決権行使も簡単に！
POINT 1
スマートフォンで読みやすい
議案情報、企業情報、業績情報を読みやすく。
株主総会資料も閲覧できます。

POINT 3
議決権行使も楽々
ボタン１つで議決権行使画面へ移動。
議案を確認後、そのまま議決権行使が
可能です。

POINT 2
簡単・便利にアクセスが可能
お手元のスマートフォン等で議決権
行使書用紙に記載のQRコード®を読
み取り簡単にアクセスできます。

※QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。
ID・パスワードの入力は不要です。
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株主総会ポータルのご案内

インターネット等による議決権行使期限：2026年６月25日（木曜日）午後５時30分入力完了分まで

－ 4 －



2026/05/27 11:36:23 / 25299187_サンワテクノス株式会社_招集通知_電子提供措置用

株主総会ポータルのご案内

株主総会ポータルURL　▶https://www.soukai-portal.net
≪議決権行使方法≫

事前質問受付のご案内 事前質問受付期限：2026年６月19日（金曜日）午後５時30分入力完了分まで
※お一人様につきご質問は３回まで

　本株主総会においては、株主総会ポータルを通じて、株主様より当社に関するご質問を事前に承り
ます。いただいたご質問の中で株主の皆さまのご関心が高いと思われるご質問については、本株主総
会にて回答させていただきます。本株主総会当日に回答できなかったご質問については、後日当社ウ
ェブサイトに回答の掲載を予定しておりますが、すべてのご質問に回答するものではございません。
また、個別に回答はいたしませんので、何卒ご理解くださいますようお願いいたします。
　上記の議決権行使方法と同様に、株主総会ポータルにアクセスいただき、トップ画面から「事前質
問へ」ボタンをタップ／クリックします。「事前質問のご入力」画面が表示されますので、以降は画
面の案内に従ってご質問をご入力ください。

ご注意事項  

●一度議決権を行使した後で行使内容を変更される場合、議決権行使書用紙に記載の「議決権行使コー
ド」「パスワード」をご入力いただく必要があります。

●複数回議決権を行使された場合、当社に最後に到着した行使を有効な議決権行使としてお取扱いいたし
ます。なお、インターネット等による議決権行使と議決権行使書面が同日に到着した場合は、インター
ネットによるものを有効な議決権行使としてお取扱いいたします。

株主総会ポータルのご利用方法・インターネットによる議決権行使に関するお問い合わせ

三井住友信託銀行
証券代行ウェブサポート 専用ダイヤル

0120-652-031（受付時間　9時～21時）

ぜひQ&Aもご確認ください。

　

PC等からもアクセスいただけます
以下のURLより議決権行使書用紙に記載のログインID・パスワードをご入力のうえアクセスしてください。

ログイン後の画面で「議決権行使へ」ボタンをクリックし、以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。
（議決権行使ウェブサイトも引き続きご利用いただけます。　▶https://www.web54.net）

機関投資家の皆様は、株式会社ICJの運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームをご利用いただくことが可能です。

－ 5 －
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メモ

メ　　モ
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【ご参考】決算ハイライト

決算ハイライト
売上高

1,483億29百万円
前期比6.3％増 　

営業利益

40億58百万円
前期比15.7％増 　

経常利益

47億76百万円
前期比25.2％増 　

第76期
（2023年度）

第77期
（2024年度）

第78期
（2025年度）

148,329

69,38069,426
88,867

139,581
166,138

■■ 第２四半期累計期間　（単位 ： 百万円）
■■ 期末

第76期
（2023年度）

第77期
（2024年度）

第78期
（2025年度）

4,058

1,4641,650

3,442 3,507

6,215

■■ 第２四半期累計期間　（単位 ： 百万円）
■■ 期末

第76期
（2023年度）

第77期
（2024年度）

第78期
（2025年度）

4,776

1,7681,681

3,700 3,815

6,631

■■ 第２四半期累計期間　（単位 ： 百万円）
■■ 期末

親会社株主に帰属する
当期純利益

32億65百万円
前期比33.7％増 　

総資産／純資産

総資産 1,013億86百万円
前期比8.9％増 

純資産 531億24百万円
前期比8.2％増 

　

１株当たり純資産／
自己資本比率
１株当たり
純資産

3,397円99銭
前期比5.0％増 

自己資本
比率

52.1％
前期比0.7ポイント減 

　

第76期
（2023年度）

第77期
（2024年度）

第78期
（2025年度）

3,265

1,2071,271

3,075
2,443

5,007

■■ 第２四半期累計期間　（単位 ： 百万円）
■■ 期末

第76期
（2023年度）

第77期
（2024年度）

第78期
（2025年度）

53,12449,11247,966

101,386
93,07898,707

■■ 総資産                    （単位 ： 百万円）
■■ 純資産

第76期
（2023年度）

第77期
（2024年度）

第78期
（2025年度）

3,397.993,235.393,174.19

52.152.848.6

■■ １株当たり純資産             （単位 ： 円）
●● 自己資本比率                 （単位 ： ％）

【ご参考】

－ 7 －
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【ご参考】決算ハイライト

部門別の概況

売上高構成比

60.1%電子コンポーネント
売上高

891億46百万円
電子コンポーネント部門では、自動車関連業界
向けの光学ユニットやFA業界向け電子部品の販
売が増加し、新規案件の獲得により社会インフ
ラ業界向け液晶製品の販売も増加しました。

売上高構成比

23.0%制御デバイス
売上高

341億75百万円
制御デバイス部門では、マウンター業界向けモ
ータの販売及び太陽光関連業界向け蓄電池用パ
ワーコンディショナーの販売が増加しました
が、太陽光関連業界向けサーボモータ及びスカ
ラロボットの販売は減少しました。

売上高構成比

5.8%産業用PC
売上高

85億77百万円
産業用PC部門では、半導体製造装置業界向け産
業用PCの販売が増加し、中国の自動車関連での
設備投資が好調に推移したことから、FA業界向
けボードコンピュータの販売も増加しました。

売上高構成比

11.1%FAソリューション
売上高

164億29百万円
FAソリューション部門では、半導体業界におけ
る設備投資の活発化を背景に、半導体製造装置
業界向け検査装置及び搬送設備の販売が増加し
ました。

地域別の概況

日本
　

売上高 1,143億65百万円
前期比12.4％増 

営業利益 29億12百万円
　

売上高構成比

68.1%
国内では、半導体製造装置業界向け産業用PC、半導
体製造装置業界向け検査装置及び搬送設備の販売が
増加し、AIサーバー市場の好調を背景にマウンター
業界向けモータ、主要顧客の生産増加を背景にFA業
界向け電子部品の販売も増加しました。

アジア
　

売上高 462億79百万円
前期比1.3％減 

営業利益 10億12百万円
　

売上高構成比

27.6%
アジア地域では、半導体製造装置業界向けの電子部
品及び産業用PC、並びにFA業界向けの電子部品、
ボードコンピュータの販売が増加しましたが、太陽
光関連業界向けサーボモータ及びスカラロボットの
販売は減少しました。

欧米
　

売上高 64億37百万円
前期比1.0％増 

営業利益 50百万円
　

売上高構成比

3.8%
欧米では、半導体製造装置業界向けのケーブルの販
売が増加しましたが、市況悪化により設備投資が減
少し、自動車関連業界向けの産業用ロボットの販売
が減少しました。

その他
　

売上高 ８億54百万円
前期比1.0％減 

営業利益 32百万円
　

売上高構成比

0.5%
※「その他」の区分は、報告セグメントに含まれな

い事業セグメントであり、国内子会社の事業活動
を含んでおります。

（注１）売上高構成比率は外部顧客に対する売上高から算出しております。
（注２）上記の売上高の数値につきましては、セグメント間の内部売上高又は振替高を含む売上高で表示しております。

－ 8 －



第12次 中期経営計画
（2025年度～2027年度）

サステナビリティ経営

基
本
方
針

戦
略
・
施
策

【ご参考】

市場環境の変化に
適合する事業構造改革
◦事業区分の再編
◦事業毎の戦略策定と実行
◦事業組織の再編

成長の前提

3つの成長戦略による
収益力の強化

◦商品戦略
◦顧客セグメント戦略
◦エリア戦略（国内／海外）

成長の原動力

成長を支える投資と
個別戦略の実施

◦投資戦略
◦DX戦略
◦人財戦略

成長の土台

企業価値の向上

PBR1.0倍超

事業への期待値の向上 足元の収益性の向上 資本効率性の向上

価値ある提案力を高め、製造業の未来に貢献する

◆事業区分の再編と商品戦略
基本方針「市場環境の変化に適合する事業構造改革」の取り組みとして、
2025年10月1日付で営業本部内を4つの部門に再編しました。

2025年度進捗

電子
コンポーネント

電子・機構部品及び加工
組立された商品を提供する
事業

主要メーカーとの連携を強化し、既
存・新規顧客それぞれの課題解決に直
結する提案活動に取り組みました。
さらに、次の柱としたい新たなメー
カーとの手組みを強化し、新規案件の
獲得に向けた動きを進めました。

制御デバイス

産業システムや機械の制
御・管理する商品を提供す
る事業

半導体製造装置分野において注力メー
カー製品の拡販と付加価値提案を推進
し、安全・品質・トレーサビリティ対
応の強化に取り組みました。

産業用PC

産業用PCを活用したハード
ウェア・ソフトウェアを提供
する事業

主要メーカーとの連携強化及び製品ラ
インナップ拡充を進めました。エッジ
AI・半導体装置分野での提案活動に加
え、セキュリティ対応を切り口とした
新たな案件創出に取り組みました。

FAソリューション

FA市場での効率化、品質
向上ソリューションを提供
する事業

省人化・自動化ニーズを捉えた高付加
価値ソリューション提供を強化すると
ともに、ロボット・自動化案件を中心
に新規顧客開拓と既存顧客深耕を進め
ました。

KGI

営業利益

80億円超

ROE

10.0％超

PBR

1.0倍超

2026/05/27 11:36:23 / 25299187_サンワテクノス株式会社_招集通知_電子提供措置用

中期経営計画①
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中期経営計画②

戦略方針 2025年度進捗

半導体
製造装置

独自の技術提案力と顧客
基盤で業界に貢献する

主要顧客との共同開発（次世代技術装置向けロボット・サーボ等）を推進し、
特定分野において戦略パートナー化を進め、高付加価値案件の創出を継続して
おります。

ロボット

市場拡大と技術進化で強
みを発揮する

サイバーセキュリティへの対応支援やリモート保守関連のネットワーク機器に
関する提案・案件獲得を加速しております。

工作機械

マザーマシンの高性能
化・自動化・デジタル化
で成長する

工程集約・自動化を軸にしたソリューション提案を推進し、産業用PC及びメ
カ商材を中心とした提案を強化しております。

医療機器

技術革新と社会的ニーズ
の変化を背景に規模拡大
を狙う

当社の強みを発揮できる「画像診断装置」「検体分析装置」など８つのカテゴ
リーを特定し、主要メーカーとの協業により優良企業へのアプローチを強化
し、案件創出を推進しております。

社会
インフラ

将来、基盤となるインフ
ラ毎に、共通する最適提
案を発信する

脱炭素社会に向けたEV充電・再生可能エネルギー等の特定領域に注力し、新
規開拓を推進しております。

攻めのDXへのシフトにより顧客への価値提供強化を実現するため、５つの施策を推進しております。当期は、
業務及び経営情報の一元化・可視化を進め、データ活用による営業活動の高度化や、物流を含む業務プロセスの
効率向上に向けた取り組みを進めました。

◆顧客セグメント戦略

◆投資戦略
✓㈱エムテックの株式交付による子会社化

（第12次中期経営計画に掲げるソリューション開発体制を強化しました）
✓HTK Europe LTD.の株式取得による子会社化

（欧州市場における事業基盤を強化しました）

◆DX戦略：攻めのDXへのシフトにより顧客への価値提供を強化

－ 10 －
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【ご参考】株主還元について

株主還元について
・持続的な成長と企業価値の向上のための積極的な事業展開や様々なリスクに備えるための財務健全性とのバランス

を考慮したうえで、安定配当を維持しながら中長期的な視点で連結業績に応じた利益還元を行う。
・毎年の配当金はDOE（連結株主資本配当率）4.0％以上を目途に、継続的かつ安定的な配当を行うことを目標に実施。
・株主還元や資本効率向上のため、時期及び財政状況に応じて機動的に自己株式の取得を実施。

0
20
40
60
80
100

140
120

0

1

2

3

4

5

2021年３月期 2027年３月期
（予想）

2026年３月期2025年３月期2024年３月期2023年３月期2022年３月期

34 37
90 95 110

10

122 1301.74% 1.74%

3.65% 3.48%
4.37% 4.27% 4.38%

■ 記念配当　■ 普通配当
    DOE（連結株主資本配当率）

（円） （%）

株主優待制度について（2026年３月末より拡充及び優待品目変更）
　この度、株主優待制度の内容を一部変更いたしました。長期保有優待（２年以上）の廃止、保有株式数の区分変更を
することで今後新たに投資を始める方にも当社株式を保有していただき、新NISA枠を柔軟にご活用いただけるよう
株主優待制度を拡充いたしました。加えて、当社株主優待制度における株主の皆様の利便性向上を目的に優待品目を
QUOカードから電子ギフトへ変更することといたしました。

株主優待の内容
　

保有株式数  

100株～200株未満 2,000円分
200株以上～400株未満 5,000円分
400株以上～800株未満 10,000円分
800株以上～ 20,000円分

長期保有優待（2年以上）の廃止
（株式保有期間の制限なしに変更）

PayPayポイント、dポイント、楽天ポイント
Amazonギフトカード、nanacoギフトなど

　
対象となる株主様

　
贈呈時期

　2026年３月末日現在の当社株主名簿に記載又は記録された

100株（１単元）以上
保有されている株主様より変更後の制度を適用いたします。

本招集ご通知に「株主優待のご案内」を同封しております。

 
詳細につきましては当社コーポレートサイトをご覧ください
https://www.sunwa.co.jp/ir/stockholder/dividend/

　

【ご参考】

－ 11 －
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【１】取締役選任議案

第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）７名選任の件

候補者番号 氏　名 　当社における地位
取締役会

出席状況

1 た

田
 

　
な か

中
 

　
ひ ろ

裕
 

　
ゆ き

之 　代表取締役会長 再 任
　
11／11回

2 ま つ

松
 

　
お

尾
 

　
あ き

晶
 

　
ひ ろ

広
　代表取締役社長
　社長執行役員
　営業本部長

再 任
　
11／11回

3 ひ ら

平
 

　
の

野
 

　
た か

隆
 

　
し

士 　取締役上席執行役員
　イノベーション本部長 再 任

　
11／11回

4 に し

西
 

　
だ

田
 

　
か つ

勝
 

　
ゆ き

幸 　取締役執行役員
　営業本部電子コンポーネント部門長 再 任

　
９／９回

5 ま と

的
 

　
ば

場
 

　
た か

孝
 

　
み ち

成
　取締役執行役員
　管理本部長
　経営企画部長

再 任
　

９／９回

6 く さ

草
 

　
な ぎ

薙
 

　
い ち

一
 

　
ろ う

郎 　社外取締役 再 任 社 外 独 立
　
11／11回

7 さ か

坂
 

　
も と

本
 

　
あ つ

敦
 

　
こ

子 　社外取締役 再 任 社 外 独 立
　
11／11回

再 任 再任取締役候補者 社 外 社外取締役候補者 独 立 証券取引所の定めに基づく独立役員

株主総会参考書類
議案及び参考事項

　本株主総会終結の時をもって取締役（監査等委員である取締役を除く。以下、本議案において同じ。）８名全員は
任期満了となります。つきましては、取締役７名の選任をお願いいたしたいと存じます。
　なお、本議案について、監査等委員会において検討がなされましたが、意見はございませんでした。
　取締役候補者は、次のとおりであります。

－ 12 －



2026/05/27 11:36:23 / 25299187_サンワテクノス株式会社_招集通知_電子提供措置用

【１】取締役選任議案（役員選任表のみ）

所有する当社の株式数
133,964株

取締役会出席状況
11/11回(100％)

重要な兼職の状況
―

　

候補者
番　号 1 た

田
 

　
な か

中
 

　
ひ ろ

裕
 

　
ゆ き

之（1957年３月４日生）
　

再 任
　

略歴、当社における地位及び担当
    1979年    4月 当社 入社
    2004年    4月 名古屋支店長
    2006年    6月 取締役
    2008年    6月 常務取締役

営業本部長
営業本部電子部門長
電子営業部長
営業開発部長
営業推進部長

    2011年    4月 国際調達部長
    2013年    7月 顧客営業部長
    2014年    6月 専務取締役

営業本部副本部長
    2016年    6月 取締役専務執行役員

営業本部長
    2017年    6月 代表取締役社長
    2020年    6月 社長執行役員
    2022年    6月 代表取締役会長兼社長
    2023年    6月 代表取締役会長（現任）　

取締役候補者とした理由
田中裕之氏は、2006年から取締役に就任以来、当社グループの経営に携わっており、企業経営に
関する豊富な経験と高度な見識を有しております。今後も取締役会における意思決定機能の強化と
ともに、当社グループの企業価値向上へ貢献することに適任であると判断し、引き続き取締役候補
者としております。

所有する当社の株式数
58,300株

取締役会出席状況
11/11回(100％)

重要な兼職の状況
―

　

候補者
番　号 2 ま つ

松
 

　
お

尾
 

　
あ き

晶
 

　
ひ ろ

広（1961年８月11日生）
　

再 任
　

略歴、当社における地位及び担当
    1984年    4月 当社 入社
    2011年    10月 電子営業部長
    2015年    10月 上海サンワテクノス董事副総経理（出向）
    2018年    4月 執行役員

上海サンワテクノス董事総経理（出向）
    2020年    6月 取締役上席執行役員

中国地域統括部長
アジア太平洋地域統括部長
上海サンワテクノス董事長総経理（出向）

    2021年    6月 営業本部電子部門長
    2022年    6月 代表取締役専務執行役員
    2023年    6月 代表取締役社長（現任）

社長執行役員（現任）
営業本部長（現任）

　
取締役候補者とした理由
松尾晶広氏は、海外子会社の経営に携わり、中国・アジア太平洋地域事業の拡大を牽引してきた実
績を有しております。2020年から取締役に就任し、当社グループ経営に携わり、また2023年から
営業本部長として収益拡大に向けて事業活動を推進しております。今後も強いリーダーシップを発
揮して持続的な発展に貢献することに適任であると判断し、引き続き取締役候補者としておりま
す。

－ 13 －
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【１】取締役選任議案（役員選任表のみ）

所有する当社の株式数
30,800株

取締役会出席状況
11/11回(100％)

重要な兼職の状況
―

　

候補者
番　号 3 ひ ら

平
 

　
の

野
 

　
た か

隆
 

　
し

士（1971年２月５日生）
　

再 任
　

略歴、当社における地位及び担当
    1994年    4月 当社 入社
    2014年    7月 東京西支店長
    2018年    4月 関東支社長
    2019年    10月 関東支社東京営業部長

    2021年    6月 取締役執行役員
    2022年    6月 取締役上席執行役員（現任）
    2023年    4月 イノベーション本部長（現任）
    2023年    10月 ＰＣイノベーション部長

　
取締役候補者とした理由
平野隆士氏は、長年にわたり営業部門の要職を務め、2021年から取締役に就任して以降、当社グ
ループ経営に携わっております。取締役就任後は、エンジニアリング事業を中心に事業運営を牽引
するとともに、2023年からはイノベーション事業の戦略立案及び推進を担い、事業領域の拡大に
貢献しております。これらの経験と実績に加え、今後の成長戦略を支える中核人材として、当社グ
ループの次世代を担う役割が期待できることから、引き続き取締役候補者としております。

所有する当社の株式数
15,300株

取締役会出席状況
９/９回(100％)

重要な兼職の状況
―

　

候補者
番　号 4 に し

西
 

　
だ

田
 

　
か つ

勝
 

　
ゆ き

幸（1972年７月15日生）
　

再 任
　

略歴、当社における地位及び担当
    1995年    4月 当社 入社
    2013年    4月 サンワテクノスホンコン董事（出向）
    2019年    10月 三河支店長
    2021年    6月 執行役員

中国地域統括部長
上海サンワテクノス董事長総経理（出向）

    2025年    4月 営業本部電子部門長
    2025年    6月 取締役執行役員（現任）
    2025年    10月 営業本部電子コンポーネント部門長（現任）

　
取締役候補者とした理由
西田勝幸氏は、長年にわたり営業部門を中心に収益拡大に向けた事業活動に従事し、豊富な実績を
有しております。2021年に執行役員に就任後、中国地域統括部長並びに上海サンワテクノス董事
長総経理として海外事業の拡大を牽引しました。2025年から取締役に就任し、電子コンポーネン
ト部門長として同部門の事業戦略立案及び推進を担っております。これらの経験と実績を踏まえ、
今後も当社の事業拡大に寄与できる人材であると判断し、引き続き取締役候補者としております。

－ 14 －
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【１】取締役選任議案（役員選任表のみ）

所有する当社の株式数
15,500株

取締役会出席状況
９/９回(100％)

重要な兼職の状況
―

　

候補者
番　号 5 ま と

的
 

　
ば

場
 

　
た か

孝
 

　
み ち

成（1971年２月22日生）
　

再 任
　

略歴、当社における地位及び担当
    1994年    4月 当社 入社
    2015年    4月 総務部長
    2016年    4月 ニューライフ推進室長
    2022年    6月 執行役員

総務部長
    2023年    4月 管理本部長（現任）

サステナビリティ推進部長

    2023年    7月 経理部長
    2024年    4月 経営管理部長

（現 経営企画部長）（現任）
    2024年    10月 輸出管理室長
    2025年    6月 取締役執行役員（現任）

　
取締役候補者とした理由
的場孝成氏は、管理部門における豊富な経験と幅広い知見を有し、2022年６月以降は執行役員と
して、また2023年４月からは管理本部長として国内の管理部門を統括し、ガバナンス強化等に取
り組んでおります。2025年から取締役に就任してからは、これまでの経験を活かし、取締役とし
ての役割を果たしていることから、今後も企業価値向上に貢献できる人材と判断し、引き続き取締
役候補者としております。

所有する当社の株式数
1,400株

取締役会出席状況
11/11回(100％)

重要な兼職の状況
草薙一郎法律事務所 弁護士

　

候補者
番　号 6 く さ

草
 

　
な ぎ

薙
 

　
い ち

一
 

　
ろ う

郎（1956年５月８日生）
　

再 任
社 外
独 立

　略歴、当社における地位及び担当
    1987年    4月 弁護士登録

菅原法律事務所入所
    1992年    4月 草薙一郎法律事務所設立（現任）
    2021年    6月 当社 社外取締役（現任）

　
社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
草薙一郎氏は、弁護士としての豊富な経験と幅広い見識に基づき、独立した立場から取締役会機能
の強化と業務執行の監督等をいただくことを期待し、引き続き社外取締役候補者としております。
なお、同氏は社外役員となること以外の方法で会社の経営に関与したことはありませんが、弁護士
として企業法務に精通しており、当社の社外取締役としてその職務を適切に遂行できるものと判断
しております。
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【１】取締役選任議案（役員選任表のみ）

所有する当社の株式数
900株

取締役会出席状況
11/11回(100％)

重要な兼職の状況
㈱プライムタイム 代表取締役
荏原実業㈱ 社外取締役

　

候補者
番　号 7 さ か

坂
 

　
も と

本
 

　
あ つ

敦
 

　
こ

子（1962年10月15日生）
　

再 任
社 外
独 立

　略歴、当社における地位及び担当
    1983年    4月 日本航空㈱入社
    1991年    4月 ＢＡＳＦジャパン㈱入社
    1995年    2月 プライム創業（現 ㈱プライムタイム 

代表取締役）（現任）

    2022年    6月 当社 社外取締役（現任）
    2024年    3月 荏原実業㈱ 社外取締役

（監査等委員）
    2026年    3月 荏原実業㈱ 社外取締役（現任）

　
社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
坂本敦子氏は、人材育成の専門家としての豊富な経験と幅広い見識に基づき、独立した立場から取
締役会機能の強化と業務執行の監督等をいただくことを期待し、引き続き社外取締役候補者として
おります。

（注）1．各取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2．当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しております。当該保険契約の被保険者の

範囲は当社の全役員（執行役員を含む。）であり、被保険者は保険料を負担しておりません。当該保険契約により被保険者の職務執行に起
因して保険期間中に損害賠償請求された場合の損害賠償金及び争訟費用等の損害が填補されることとなります。
ただし、被保険者の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、公序良俗に反する行為の場合には填補の対象としないこととして
おります。各候補者が原案どおり再任された場合、引き続き当該保険契約の被保険者となります。

3．社外取締役候補者に関する特記事項は以下のとおりであります。
⑴社外取締役候補者との責任限定契約について

当社は、草薙　一郎氏及び坂本　敦子氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する責
任限定契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める額としており、両氏の再任が承認された場合
は、両氏との間で当該契約を継続する予定であります。

⑵社外取締役候補者の在任期間について
草薙　一郎氏は、現在、当社の社外取締役でありますが、在任期間は、本株主総会終結の時をもって５年となります。坂本　敦子氏は、現
在、当社の社外取締役でありますが、在任期間は、本株主総会終結の時をもって４年となります。

⑶独立役員としての届け出について
当社は、草薙　一郎氏及び坂本　敦子氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届けております。原案どおり再任された場合、当
社は両氏を引き続き独立役員とする予定であります。
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スキルマトリクス

取締役
特に期待する分野

企業経営 営業 グローバル 技術 財務
会計

法務
コンプライアンス

人事
人材開発

田中　裕之（69歳） ● ● ●

松尾　晶広（64歳） ● ● ●

平野　隆士（55歳） ● ● ● ●

西田　勝幸（53歳） ● ● ●

的場　孝成（55歳） ● ● ● ● ●

社 外 独 立
草薙　一郎（70歳）

　
● ● ●

社 外 独 立
坂本　敦子（63歳）

　
● ●

監査等委員
花山　一八（65歳）

　
● ● ● ●

監査等委員 社 外 独 立
山口　　章（68歳）

　
● ●

監査等委員 社 外 独 立
康　　理惠（54歳）

　
● ● ●

監査等委員 社 外 独 立
鈴木　信幸（59歳）

　
● ● ●

（ご参考）取締役のスキル・マトリックス（本株主総会において各候補者が選任された場合）
　当社取締役会は、会社経営に関わる各分野で高度な知見、経験をもった人材にて構成するものとします。
　そのうち会社経営において特に重要な分野を以下のとおり定義し、各取締役に対して、その能力を十分に発揮する
ことを期待しております。
　なお、以下の取締役会の構成は本株主総会における取締役選任議案が全て原案どおり、ご承認いただけた場合を前
提に作成しております。

※上記一覧表は、候補者の有する全ての知見及び経験を表すものではありません。年齢は、本株主総会時のものです。
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【２】譲渡制限付株式の付与のための報酬額改定の件

第２号議案 取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。）に
対する譲渡制限付株式の付与のための報酬額改定の件

　当社は、取締役に当社の企業価値の持続的な向上を図るインセンティブを付与するとともに、取締役と株主の皆様
との一層の価値共有を進めることを目的として、2021年６月25日開催の第73期定時株主総会において、取締役
（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。）に対する譲渡制限付株式の付与のための報酬として、年額150
百万円以内の金銭報酬債権を付与し、これにより交付する当社普通株式の数を年12万株以内とすることにつき、ご
承認をいただいております。
　その後、本株式報酬制度の導入以降、当社株価が上昇したことに伴い、現行の報酬額上限の範囲内では、取締役の
役位及び当社業績への貢献度等を十分に反映した譲渡制限付株式の付与を行うことが困難となっております。
　つきましては、本株式報酬制度の趣旨である、取締役の中長期的な企業価値向上に向けたインセンティブを引き続
き適切に確保する観点から、譲渡制限付株式報酬に係る報酬額の上限を見直すことといたしました。
　当該見直しに当たっては、直近の当社株価水準、従前の付与実績及び今後の制度運用等を総合的に勘案した結果、
譲渡制限付株式報酬に係る金銭報酬債権の総額の上限を、年額300百万円以内とすることが相当であると判断いたし
ました。
　また、当該見直しは、当社の取締役の報酬等の決定方針の趣旨に沿うものであります。
　これにより交付する当社普通株式の数の上限につきましては、従前どおり年12万株以内とし、譲渡制限期間、付
与方法、対象者区分等、本株式報酬制度の基本的枠組みについては、これを変更いたしません。
　なお、現在の取締役は８名（うち社外取締役は２名）でありますが、第１号議案「取締役（監査等委員である取締
役を除く。）７名選任の件」が原案どおり承認可決されますと、取締役は７名（うち社外取締役は２名）となりま
す。

以　上
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事業の経過及びその成果

事業報告（2025年４月１日から2026年３月31日まで）

1 企業集団の現況に関する事項

第77期
（2025年３月期）

第78期
（2026年３月期） 前連結会計年度比

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 増減率

売上高 139,581 148,329 8,748 6.3％

経常利益 3,815 4,776 960 25.2％

親会社株主に帰属する当期純利益 2,443 3,265 822 33.7％

受注高 132,909 158,142 25,233 19.0%

受注残高 45,692 55,506 9,813 21.5%

(1) 事業の経過及びその成果

① 全般的事業の状況
当連結会計年度における我が国経済は、エネルギー・資源価格の高止まりが続く中、インバウンド需要の回復や

企業の設備投資の増加が見られ、回復基調で推移しました。世界経済については、米国の通商・関税政策や地政学
的リスクの不確実性が継続したものの、AIの普及・発展を背景としたデータセンターや電力インフラ関連の投資が
拡大し、景気を下支えする要因となりました。
当社グループが関連する産業用エレクトロニクス・メカトロニクス業界においては、市況低迷による設備投資の

減少や手配調整が一巡したことに加え、AI関連の設備投資の増加を背景に、各業界からの需要は堅調に推移しまし
た。一方で、人手不足の深刻化を背景とした省力化・効率化投資も継続しており、これらの投資需要は今後も底堅
く推移するものと見込まれます。
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事業の経過及びその成果

電子コンポーネント 電子コンポーネント部門では、主要顧客の生産増加を背景に、自動車関連業界向けの光学ユニッ
トやＦＡ業界向け電子部品の販売が増加しました。また、新規案件の獲得により、社会インフラ業
界向け液晶製品の販売が増加しました。
この結果、当部門の売上高は891億46百万円（前期比7.9％増）となりました。891億46百万円

売上高

（前期比7.9％増）

制御デバイス 制御デバイス部門では、データセンター関連市場の好調を背景に、マウンター業界向けモータの
販売が増加しました。また、新規案件の獲得により、太陽光関連業界向け蓄電池用パワーコンディ
ショナーの販売が増加しました。一方、中国における太陽光関連業界の設備投資減少の影響によ
り、太陽光関連業界向けサーボモータ及びスカラロボットの販売は減少しました。この結果、当部
門の売上高は341億75百万円（前期比1.9％減）となりました。

341 億75百万円
売上高

（前期比1.9％減）

産業用PC 産業用ＰＣ部門では、半導体業界における設備投資の活発化を背景に、半導体製造装置業界向け
産業用ＰＣの販売が増加しました。また、中国の自動車関連での設備投資が好調に推移したことか
ら、ＦＡ業界向けボードコンピュータの販売も増加しました。この結果、当部門の売上高は85億
77百万円（前期比7.7％増）となりました。85 億77百万円

売上高

（前期比7.7％増）

FAソリューション ＦＡソリューション部門では、半導体業界における設備投資の活発化を背景に、半導体製造装置
業界向け検査装置及び搬送設備の販売が増加しました。
この結果、当部門の売上高は164億29百万円（前期比16.0％増）となりました。

164億29百万円
売上高

（前期比16.0％増）

② 事業別の状況
当社グループでは当連結会計年度より事業区分を見直し、新たに［電子コンポーネント部門］［制御デバイス部

門］［産業用ＰＣ部門］［ＦＡソリューション部門］の４部門としております。
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設備投資の状況、資金調達の状況、重要な組織再編等の状況、企業集団の財産及び損益の状況の推移

(2) 設備投資の状況
特記すべき設備投資を行っておりません。

(3) 資金調達の状況
特記すべき資金調達を行っておりません。

(4) 重要な組織再編等の状況
当社は、当社を株式交付親会社とし、株式会社エムテックを株式交付子会社とする株式交付を2025年９月30日

付で実行し、同社を当社の連結子会社といたしました。

区　　分 第75期
2022年度

第76期
2023年度

第77期
2024年度

第78期
(当連結会計年度)

2025年度
受注高 (百万円) 189,540 136,895 132,909 158,142
売上高 (百万円) 181,013 166,138 139,581 148,329
経常利益 (百万円) 7,675 6,631 3,815 4,776
親会社株主に帰属する
当期純利益 (百万円) 5,493 5,007 2,443 3,265

１株当たり当期純利益 (円) 355.08 329.87 161.15 212.35
総資産 (百万円) 106,581 98,707 93,078 101,386
純資産 (百万円) 44,484 47,966 49,112 53,124

(5) 企業集団の財産及び損益の状況の推移
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重要な子会社の状況

会社名 資本金 議決権比率 主要な事業内容

百万円 ％

サンワトリニティ㈱ 20 100.0
空調機器等の販売、施工及びサービス業務

クリーンエネルギー関連設備の施工

サンワロジスティック㈱ 10 100.0 商品在庫及び流通管理並びに仕入業務

㈱エムテック 10 50.5
ロボットシステムの開発、自動化設備の設計・製

造、コーティング技術の開発・製造

サンワテクノスシンガポール 13 100.0
電子機器、電気機械、機械器具及び電子部品等国内

製品の海外進出企業及び現地企業への販売

海外製品の調達及び組立製作並びに日本国内企業及

び現地企業への販売

サンワテクノスホンコン 158 100.0

サンワテクノスヨーロッパ 128 100.0

サンワテクノス台湾 34 100.0

サンワテクノスマレーシア 28 100.0

サンワテクノスアメリカ 264 100.0 電子機器、電気機械、機械器具及び電子部品等国内

製品の海外進出企業及び現地企業への販売

海外製品の調達及び組立製作並びに日本国内企業及

び現地企業への販売

メンテナンスサービスの提供

上海サンワテクノス 383 100.0

サンワテクノスタイランド 420 100.0

サンワテクノスインド 109 100.0※

サンワテクノス深圳 45 100.0
電子機器、電気機械、機械器具及び電子部品等国内

製品の海外進出企業及び現地企業への販売

海外製品の調達及び組立製作並びに日本国内企業及

び現地企業への販売

サンワテクノスインドネシア 169 100.0

サンワテクノスフィリピン 127 100.0

サンワテクノスメキシコ 81 100.0

サンワテクノスベトナム 32 100.0

サンワテクノスＵＫ 123 100.0
コネクタの輸入及び販売、ワイヤーハーネス、制御

盤等の製造販売

(6) 重要な子会社の状況

（注）議決権比率欄の※印は、間接保有を含んでおります。

－ 22 －



2026/05/27 11:36:23 / 25299187_サンワテクノス株式会社_招集通知_電子提供措置用

対処すべき課題

　売上高 1,730億０百万円
　営業利益 60億０百万円
　経常利益 62億０百万円
　親会社株主に帰属する当期純利益 42億０百万円

(7) 対処すべき課題
今後の見通しにつきましては、米国における通商・関税政策や米中関係の動向、地政学リスクの高まりなどを背

景に、不透明な状況が続くものと見込まれます。
一方で、人工知能（AI）関連分野を中心としたデジタル投資需要の拡大に加え、脱炭素社会の実現に向けた環

境・エネルギー分野への投資、人手不足を背景とした省力化・自動化投資は、底堅く推移することが期待されま
す。

このような情勢のもと、当社グループでは、2026年3月期から2028年3月期までの3ヶ年を対象とする第12次
中期経営計画「SGP2027（SUN-WA Growth Plan 2027）」（※）の２年目を迎えております。最終年度とな
る2028年3月期に営業利益80億円超、ROE10.0％超を目標とし、PBR1.0倍超を目指しております。

2027年３月期の連結業績予想は以下のとおりです。

本資料に記載されている連結業績予想などの将来に関する記述は、発表日現在において入手可能な情報に基づき
作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。

※「SGP2027」の詳細は、以下のURLからご覧いただくことができます。
https://www.sunwa.co.jp/ir/management/strategy/
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主要な事業内容

(8) 主要な事業内容（2026年３月31日現在）

事業区分 主要取扱商品

電子コンポーネント部門 電源・コネクタ・リレー・スイッチ・センサ・LED・タッチパネル・コンデンサ・ヒートシン
ク・ベアリング等

制御デバイス部門 メカトロ機器・制御機器・駆動系機器（AC・DCサーボ・IPM・ステッピング・インバー
タ）・PLC・マシンコントローラ・空圧油圧機器・変圧器・トランス・ブレーカー等

産業用ＰＣ部門 産業用PC・表示器・ボードコンピュータ・周辺機器ボード・通信機器（ネットワーク機器）・
IoTゲートウェイ・ローカル5G・ハンディターミナル・スキャナー・ストレージ製品等

ＦＡソリューション部門 産業用ロボット・ビジョンセンシング・画像処理・搬送機器・AGV・ワイヤレス給電システ
ム・風力機器・粉体機器・ミキサー・コンプレッサー・減速機・ブレーキ・クラッチ等

　当社グループの主要な事業は下記のとおりです。
　なお、当社グループでは当連結会計年度より事業区分を見直し、新たに［電子コンポーネント部門］［制御デバ
イス部門］［産業用ＰＣ部門］［ＦＡソリューション部門］の４部門としております。
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(9) 主要な営業所 （2026年３月31日現在）

① 当社の主要な営業所
本社（東京）、さいたまオフィス、八王子オフィス、横浜オフィス、名古屋オフィス、刈谷オフィス、京都オフ
ィス、大阪オフィス、福岡オフィス、北九州オフィス、仙台営業所、長岡営業所、甲府営業所、長野営業所、沼
津営業所、浜松営業所、四日市営業所、富山営業所、金沢営業所、彦根営業所、姫路営業所、広島営業所、新居
浜営業所、熊本営業所、大分営業所、長崎営業所

② 子会社の主要な営業所
サンワトリニティ株式会社（東京）
サンワロジスティック株式会社（東京）
株式会社エムテック（福岡）
サンワテクノスアメリカ
サンワテクノスメキシコ
サンワテクノスヨーロッパ（ドイツ）
サンワテクノスUK
上海サンワテクノス
サンワテクノス深圳
サンワテクノスホンコン
サンワテクノス台湾
サンワテクノスベトナム
サンワテクノスフィリピン
サンワテクノスタイランド
サンワテクノスマレーシア
サンワテクノスシンガポール
サンワテクノスインドネシア
サンワテクノスインド
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(10) 従業員の状況（2026年３月31日現在）

従業員数（人） 前期末比増減（人）

1,149 64

従業員数（人） 前期末比増減（人） 平均年齢（歳） 平均勤続年数（年）

619 4 40.0 13.9

(11) 主要な借入先及び借入額（2026年３月31日現在）

借入先 借入残高（百万円）

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 3,479

株式会社りそな銀行 2,279

① 企業集団の従業員の状況

（注）従業員数には臨時社員を含んでおりません。

② 当社の従業員の状況

（注）従業員数には臨時社員を含んでおりません。

(注)上記は当社の主要な借入先であり、このほか複数の金融機関から借入を行っております。
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会社の株式に関する事項

2 会社の株式に関する事項（2026年３月31日現在）

33,380,000株

16,044,000株（自己株式488,901株を含む）

23,069名

株主名 持株数 持株比率

加賀電子株式会社 1,858,100株 11.94％

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 914,300 5.87

株式会社安川電機 797,280 5.12

第一生命保険株式会社 729,960 4.69

株式会社オリジン 498,000 3.20

山田　益二郎 397,400 2.55

株式会社三菱UFJ銀行 395,160 2.54

サンワテクノス社員持株会 323,402 2.07

オークマ株式会社 200,000 1.28

ケル株式会社 195,200 1.25

株式数 交付対象者数

取締役（監査等委員であるもの及び社外役員を除く） 31,000株 6名

(1) 発行可能株式総数

(2) 発行済株式の総数

(3) 株主数

(4) 大株主の状況

（注）当社は自己株式（488,901株）を保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。また、「持株比率」は自己株式を控除して計
算しております。

(5) 当事業年度中に職務執行の対価として会社役員に交付した株式の状況

（注）当社の株式報酬の内容につきましては、「４．(2) ハ. 非金銭報酬等の内容」に記載しております。
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3 会社の新株予約権等に関する事項
該当事項はありません。

4 会社役員に関する事項
(1) 取締役の状況 （2026年３月31日現在）

会社における地位 氏名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役会長 田　中　裕　之

代表取締役社長
社長執行役員 松　尾　晶　広 営業本部長

取締役
常務執行役員 上　坂　秀　昭 営業本部　制御デバイス部門長

営業本部　FAソリューション部門長

取締役
上席執行役員 平　野　隆　士 イノベーション本部長

取締役
執行役員 西　田　勝　幸 営業本部　電子コンポーネント部門長

取締役
執行役員 的　場　孝　成 管理本部長

経営企画部長

取締役 草　薙　一　郎 草薙一郎法律事務所　弁護士

取締役 坂　本　敦　子 株式会社プライムタイム　代表取締役
荏原実業株式会社　社外取締役

取締役
（常勤監査等委員） 花　山　一　八

取締役
（監査等委員） 山　口　　　章 株式会社アリカ　代表取締役

取締役
（監査等委員） 康　　　理　惠 康理惠公認会計士事務所　公認会計士

取締役
（監査等委員） 鈴　木　信　幸 亜細亜大学　教授
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会社における地位 氏名 担当及び重要な兼職の状況

上席執行役員 宮　崎　一　彦 社長室長

上席執行役員 玉　木　克　也 経営戦略室長
広報室長

執行役員 遊　佐　浩　司 車載営業部長
営業本部　電子コンポーネント部門副部門長

執行役員 安　室　利　行
中部支社長
中部支社中部内勤営業部長
中部支社中部営業管理部長

執行役員 喜　多　村　修　寛 アジア太平洋地域統括部長
サンワテクノスタイランド取締役社長

執行役員 犬　飼　　　勉 欧米地域統括部長
グローバルSCMソリューション部長

（注）1．取締役　草薙　一郎氏、坂本　敦子氏は、社外取締役であります。
2．取締役（監査等委員）　山口　章氏、康　理惠氏、鈴木　信幸氏は、社外取締役であります。
3．取締役　草薙　一郎氏、坂本　敦子氏及び取締役（監査等委員）　山口　章氏、康　理惠氏、鈴木　信幸氏につきましては、東京証券取

引所の定める独立役員として、同取引所に届出書を提出しております。
4．取締役（常勤監査等委員）　花山　一八氏、取締役（監査等委員）　山口　章氏、取締役（監査等委員）　康　理惠氏及び取締役（監査

等委員）　鈴木　信幸氏は、以下のとおり、財務及び会計を含む、経営全般に関する相当程度の知見を有しております。
・取締役（常勤監査等委員）　花山　一八氏は、長年当社の経理・財務部門の業務を経験しております。
・取締役（監査等委員）　山口　章氏は、金融機関での長年の業務経験や事業会社での経営者としての経験を有しております。
・取締役（監査等委員）　康　理惠氏は、公認会計士としての長年の経験を有しております。
・取締役（監査等委員）　鈴木　信幸氏は、経営学などを主な研究分野とする大学教授として、企業の経営戦略に関する知識や知見を有

しております。
5．当社は、情報収集の充実を図り、内部統制部門等との十分な連携を通じて監査の実効性を高め、監査・監督機能を強化するために、花山　

一八氏を常勤の監査等委員として選定しております。
6．当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しております。当該保険契約の被保険者

の範囲は当社の全役員（執行役員を含む。）であり、被保険者は保険料を負担しておりません。当該保険契約により被保険者の職務執行
に起因して保険期間中に損害賠償請求された場合の損害賠償金及び争訟費用等の損害が填補されることとなります。ただし、被保険者の
職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、公序良俗に反する行為の場合には填補の対象としないこととしております。

7．当社と社外取締役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する責任限定契約を締結してお
ります。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める額としております。なお、当該責任限定が認められるのは、当該社外
取締役が責任の原因となった職務の遂行について善意でかつ重大な過失がないときに限られます。

8．当社は執行役員制度を導入しております。取締役兼務者を除く2026年３月31日現在の執行役員は以下のとおりであります。
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会社における地位 氏名 担当及び重要な兼職の状況

執行役員 西　野　　　亘 中国地域統括部長
上海サンワテクノス董事長総経理

執行役員 山　下　　　哲 北関東支社長
北関東支社北関東内勤営業部長

執行役員 下　村　高　慶
業務本部長
管理部長
サンワロジスティック株式会社　代表取締役社長

執行役員 前　田　伸　悟 イノベーション本部　副本部長
株式会社エムテック　代表取締役社長

区分 報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円） 対象となる
役員の員数
（名）基本報酬 業績連動報酬等 非金銭報酬等

取締役（監査等委員を除く）
（うち社外取締役）

349
（14）

187
（14）

78
（－）

82
（－）

9
（2）

取締役（監査等委員）
（うち社外取締役）

40
（19）

40
（19）

－
（－）

－
（－）

4
（3）

合計
（うち社外役員）

389
（33）

228
（33）

78
（－）

82
（－）

13
（5）

(2) 取締役の報酬等の総額
イ．当事業年度に係る報酬等の総額

ロ．業績連動報酬等に関する事項
業績連動報酬等にかかる業績指標は経常利益であり、当事業年度の指標として2024年度の経常利益

2,710百万円、2025年度の経常利益3,869百万円を用いております。当該指標を選定した理由は、会社
の経営活動全般の利益を示す財務数値であり、事業年度ごとの業績向上に対する意識を高めることを目
的としております。当社の業績連動報酬は、株主総会の決議による取締役の報酬総額の限度内で、当該
指標の対前年比増減率、会社の業績や経営内容、経済情勢等を総合的に考慮して役員報酬規程に基づき
算定しております。
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ハ．非金銭報酬等の内容
非金銭報酬の内容は譲渡制限付株式報酬であり、その内容及び交付状況は、「ホ. d. 譲渡制限付株式

報酬に関する方針」及び「２．(5)当事業年度中に職務執行の対価として会社役員に交付した株式の状
況」に記載しております。

ニ．取締役（監査等委員を除く）及び監査等委員である取締役の報酬等についての株主総会の決議に関す
る事項

取締役（監査等委員を除く）の金銭報酬の額は、2021年６月25日開催の第73期定時株主総会におい
て、年額400百万円以内（ただし、使用人兼務取締役の使用人分の給与は含まない）の固定枠と決議し
ております。当該株主総会終結時点の取締役（監査等委員を除く）の員数は、7名です。

また、金銭報酬とは別枠で、2021年６月25日開催の第73期定時株主総会において、株式報酬の額と
して年額150百万円以内、交付する普通株式の上限として年12万株以内（監査等委員である取締役及び
社外取締役を除く）と決議しております。当該株主総会終結時点の取締役（監査等委員である取締役及
び社外取締役を除く）の員数は、5名です。

監査等委員である取締役の金銭報酬の額は、2021年６月25日開催の第73期定時株主総会において年
額100百万円以内の固定枠と決議しております。当該株主総会終結時点の監査等委員である取締役の員
数は、3名（うち、社外取締役は2名）です。

ホ．役員報酬等の内容の決定に関する方針等
当社は、取締役（監査等委員を除く）の個人別の報酬等の内容について取締役会において決定方針を

決議しております。
また、取締役会は、当事業年度に係る取締役（監査等委員を除く）の個人別の報酬等について、報酬

等の内容が取締役会で決議された決定方針と整合していることを確認しており、当該決定方針に沿うも
のであると判断しております。

取締役の報酬等の内容にかかる決定方針の内容は次のとおりです。
ａ．基本方針

当社の取締役の報酬は、企業価値の持続的な向上を図るインセンティブとして十分に機能するよう株
主利益と連動した報酬体系とし、個々の取締役の報酬決定に際しては各職責を踏まえた適正な水準とす
ることを基本方針とする。
ｂ．基本報酬（金銭報酬）に関する方針

取締役の基本報酬(金銭報酬）は、月額の固定報酬とし、役位、職責に応じて他社水準、従業員給与
の水準を考慮し、総合的に勘案して決定しており、その詳細については役員報酬規程に定めることとす
る。
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ｃ．業績連動報酬（役員賞与）に関する方針
業績連動報酬は、事業年度ごとの業績向上に対する意識を高めるため、業績指標を反映した現金報酬

とする。具体的には会社の経営活動全般の利益を示す財務数値である経常利益を当該指標とし、当該指
標の対前年比増減率、目標値に対する達成度合い、経済情勢等を総合的に勘案して算出した額を賞与と
して毎年一定の時期に支給する。（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く）

なお、基本報酬及び業績連動報酬の額は、株主総会の決議による取締役の報酬総額の限度内とする。
ｄ．譲渡制限付株式報酬に関する方針

当社の企業価値の持続的な向上を図るインセンティブの付与と、株主の皆様との一層の価値共有を図
ることを目的として、上記の限度枠とは別枠で譲渡制限付株式を一定の時期に報酬として付与する。
（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く）

譲渡制限付株式報酬の付与株式数については、取締役の役位、職責に応じて、経営に関する部分と執
行業務に関する部分についてそれぞれの基本となる株式数を設定し、当社株式の株価成長率、執行内容
の実績や達成度合い等を勘案したうえで、取締役会の決議に基づき、実際に付与する株式数を決定す
る。
ｅ．取締役の個人別の額に対する報酬等の種類ごとの割合に関する方針

取締役の報酬等の種類ごとの割合は、他社水準や業績の状況などを勘案し決定する。
ｆ．取締役（監査等委員を除く）の個人別の報酬内容についての決定に関する事項

個人別の取締役（監査等委員を除く）の報酬額の内容については、代表取締役社長が原案を作成し報
酬委員会に諮問し、その答申を得たうえで、取締役会の決議により決定する。

ヘ．取締役の個人別の報酬等の決定に係る委任に関する事項
当社取締役会は、取締役（監査等委員を除く）の個人別の報酬額の決定について、当社全体の業績を

俯瞰しつつ、各取締役の担当事業及び職責を総合的に評価する観点から、取締役会の決議に基づき、そ
の具体的内容に関する原案の作成を代表取締役社長に委任しております。当該報酬の決定にあたって
は、代表取締役社長が報酬額の原案を作成し、社外取締役を委員長とし委員の過半数を社外取締役で構
成する報酬委員長に諮問し、その答申を得たうえで、取締役会の決議により決定することとしておりま
す。
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会社の新株予約権等に関する事項、会社役員に関する事項、会計監査人の状況

区分・氏名 取締役会への出席状況 発言状況及び社外取締役に期待される役割に関して行った職務の概要

取締役
草　薙　一　郎

〔取締役会〕
11回／11回

当事業年度開催の取締役会等に出席し、豊富な経験・知見から発言を行って
おります。
特に、当社グループ経営及びコーポレート・ガバナンスについて、専門的な
立場から監督、助言等を行うなど、意思決定の妥当性、適正性を確保するた
めの適切な役割を果たしております。

取締役
坂　本　敦　子

〔取締役会〕
11回／11回

当事業年度開催の取締役会等に出席し、豊富な経験・知見から発言を行って
おります。
専門的な視点による的確な助言により、取締役会においては取締役会の意思
決定の妥当性、適正性を確保するための適切な役割を果たしております。

取締役
（監査等委員）

山　口　　　章

〔取締役会〕
11回／11回

〔監査等委員会〕
12回／12回

当事業年度開催の取締役会等に出席し、豊富な経験・知見から発言を行って
おります。
専門的な視点による的確な助言により、取締役会においては取締役会の意思
決定の妥当性、適正性を確保するための適切な役割を果たしております。
また、監査等委員会においては当社の経営全般に対する監督機能を確保する
ための適切な役割を果たしております。

取締役
（監査等委員）

康　　　理　惠

〔取締役会〕
11回／11回

〔監査等委員会〕
12回／12回

当事業年度開催の取締役会等に出席し、豊富な経験・知見から発言を行って
おります。
専門的な視点による的確な助言により、取締役会においては取締役会の意思
決定の妥当性、適正性を確保するための適切な役割を果たしております。
また、監査等委員会においては当社の経営全般に対する監督機能を確保する
ための適切な役割を果たしております。

(3) 社外役員に関する事項
① 他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係
・取締役　草薙　一郎氏は、草薙一郎法律事務所の弁護士であります。当社は同事務所との取引関係その他の利害

関係はありません。
・取締役　坂本　敦子氏は、株式会社プライムタイムの代表取締役、荏原実業株式会社の社外取締役であります。

当社は株式会社プライムタイムとの取引関係その他の利害関係はありません。また、荏原実業株式会社との間に
営業上の取引がありますが、年間取引額は同社の直近事業年度の売上高１%未満であり、僅少であります。

・取締役　山口　章氏は、株式会社アリカの代表取締役であります。当社は同社との取引関係その他の利害関係は
ありません。

・取締役　康　理惠氏は、康理惠公認会計士事務所の公認会計士であります。当社は同事務所との取引関係その他
の利害関係はありません。

・取締役　鈴木　信幸氏は、亜細亜大学の教授であります。当社は同校との取引関係その他の利害関係はありませ
ん。

② 社外役員の主な活動状況
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会社の新株予約権等に関する事項、会社役員に関する事項、会計監査人の状況

区分・氏名 取締役会への出席状況 発言状況及び社外取締役に期待される役割に関して行った職務の概要

取締役
（監査等委員）

鈴　木　信　幸

〔取締役会〕
9回／9回

〔監査等委員会〕
8回／8回

当事業年度開催の取締役会等に出席し、豊富な経験・知見から発言を行って
おります。
専門的な視点による的確な助言により、取締役会においては取締役会の意思
決定の妥当性、適正性を確保するための適切な役割を果たしております。
また、監査等委員会においては当社の経営全般に対する監督機能を確保する
ための適切な役割を果たしております。

5 会計監査人の状況

① 報酬等の額 30百万円

30百万円

(1) 会計監査人の名称　　井上監査法人

(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

② 当社及び当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額

（注）当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬
等の額を区別しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこ
れらの合計額を記載しております。

③ 会計監査人の報酬等に対して監査等委員会が同意をした理由
監査等委員会は、取締役、社内関係部署及び会計監査人からの必要な資料の入手や報告の聴取を通じて、会計監

査人の監査計画の内容、過年度における監査の職務執行状況を確認し、当事業年度の監査計画及び報酬額の見積り
の妥当性などを検討した結果、これらについて適切であると判断したため、会計監査人の報酬等につき、会社法第
399条第１項及び第３項の同意をしております。

(3) 会計監査人の解任又は不再任の方針
監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当すると判断したときは、監査等委員

全員の同意によって、会計監査人を解任いたします。
また、上記の場合のほか、監査等委員会が会計監査人についてその職務を適切に遂行できないと判断した場合に

は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたします。
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剰余金の配当等の決定に関する方針

6 剰余金の配当等の決定に関する方針
(１) 利益配分に関する基本方針

当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題の一つと認識しております。持続的な成長と企業価値の向上
のための積極的な事業展開や様々なリスクに備えるための財務健全性とのバランスを考慮したうえで、安定配当を
維持しながら中長期的な視点で連結業績に応じた利益還元を行うことを基本方針としております。
株主・投資家の皆様へ安定的に株主還元を行い、企業の成長に応じて増配を行う姿勢をより明確にする為、株主

還元の指標はＤＯＥ（連結株主資本配当率）としております。毎年の配当金につきましては、ＤＯＥ4.0%以上を
目途に、継続的かつ安定的な配当を行うことを目標に実施してまいります。
当期は、ＡＩ関連の設備投資の増加を背景に、各業界からの需要が堅調に推移したことから、各段階利益はいず

れも前年実績及び当期業績予想を上回る結果となりました。こうした状況を踏まえ、業績の進展及び財務状況を総
合的に勘案し、株主の皆様への利益還元をより一層充実させる観点から、期末配当において1株当たり2円の増配
を実施し、１株当たり62円といたしました。これにより、当期の利益配当金は中間配当（1株当たり60円）と合
わせ、年間配当122円となります。当社は、今後もＤＯＥ4.0％以上を目安とした配当方針のもと、成長投資及び
株主還元のバランスを図りながら、業績に応じた増配を継続的に検討してまいります。
自己株式の取得につきましても、株主還元や資本効率向上のため、時期及び財政状況に応じて実施することとい

たします。内部留保につきましては、中長期的な視点に立ち、事業環境の急激な変動に対応出来る企業体質の確立
と、中長期的な成長に向けた重点分野への投資を中心に経営基盤強化のために有効活用し、将来の業績向上を通じ
て利益還元を行ってまいります。
また、当社は株主優待制度を導入しております。株主の皆様に感謝の意を表すとともに、当社の認知度向上及び

当社株式への魅力を高め、中長期的に当社株式を保有していただくことを目的としております。3月末日現在の当
社株主名簿に記載又は記録された100株（１単元）以上を保有されている株主様に、保有株式数に応じて優待品
（電子ギフト）を進呈いたします。

－ 35 －



2026/05/27 11:36:23 / 25299187_サンワテクノス株式会社_招集通知_電子提供措置用

剰余金の配当等の決定に関する方針

(２) 決議された期末配当に関する事項
① 配当財産の種類
金銭といたします。

② 配当財産の割当てに関する事項及びその総額
当社普通株式１株につき金62円　総額　964,416,138円

③ 剰余金の配当が効力を生じる日
2026年６月８日といたします。
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連結貸借対照表

連結計算書類

連結貸借対照表（2026年３月31日現在） (単位：百万円)

科目 金額 科目 金額

(資産の部)

流動資産

現金及び預金

受取手形、売掛金及び契約資産

電子記録債権

商品

仕掛品

その他流動資産

貸倒引当金

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物

土地

リース資産

その他有形固定資産

無形固定資産

のれん

その他無形固定資産

投資その他の資産

投資有価証券

その他投資

貸倒引当金　

88,703

24,591

38,018

8,182

12,636

39

5,373

△138

12,682

2,306

581

1,291

288

145

722

582

140

9,652

8,061

1,760

△169　

(負債の部)
流動負債 43,207

支払手形及び買掛金 24,872
電子記録債務 8,998
短期借入金 4,751
リース債務 137
未払法人税等 796
未払費用 2,086
その他流動負債 1,565

固定負債 5,054
長期借入金 3,000
リース債務 172
繰延税金負債 1,197
資産除去債務 259
役員退職慰労引当金 64
退職給付に係る負債 309
長期未払金 51

負債合計 48,262
(純資産の部)
株主資本 43,975
資本金 3,727
資本剰余金 3,924
利益剰余金 37,204
自己株式 △880
その他の包括利益累計額 8,880
その他有価証券評価差額金 4,040
為替換算調整勘定 4,839
非支配株主持分 267
純資産合計 53,124

資産合計 101,386 負債及び純資産合計 101,386
（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結損益計算書

連結損益計算書（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日） (単位：百万円)

科目 金額

売上高 148,329
売上原価 127,450
売上総利益 20,879
販売費及び一般管理費 16,820
営業利益 4,058
営業外収益
受取利息及び配当金 359
仕入割引 65
為替差益 73
家賃収入 150
その他営業外収益 304 953
営業外費用
支払利息 173
売掛債権譲渡損 46
その他営業外費用 15 236
経常利益 4,776
特別利益
負ののれん発生益 19 19
特別損失
投資有価証券評価損 103 103
税金等調整前当期純利益 4,692
法人税、住民税及び事業税 1,407
法人税等調整額 34 1,441
当期純利益 3,250
非支配株主に帰属する当期純損失（△） △15
親会社株主に帰属する当期純利益 3,265
（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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貸借対照表

計算書類

貸借対照表（2026年３月31日現在） (単位：百万円)

科目 金額 科目 金額

(資産の部)
流動資産

現金及び預金
受取手形
電子記録債権
売掛金
商品
その他流動資産
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産
建物
構築物
工具器具備品
土地
リース資産
無形固定資産
ソフトウェア
その他無形固定資産
投資その他の資産
投資有価証券
関係会社株式
関係会社出資金
敷金・保証金
破産更生債権等
長期前払費用
その他投資
貸倒引当金　

61,155
10,190

96
8,176

30,600
7,235
4,978
△123
13,711
1,815
428

0
77

1,222
87
104
89
14

11,791
7,709
2,326
462
955
76

264
95

△98　

(負債の部)
流動負債 34,437

支払手形 36
電子記録債務 8,836
買掛金 18,072
短期借入金 3,959
リース債務 63
未払費用 1,725
未払法人税等 629
その他流動負債 1,113

固定負債 4,805
長期借入金 3,000
リース債務 37
繰延税金負債 1,192
資産除去債務 256
退職給付引当金 266
長期未払金 51

負債合計 39,242
(純資産の部)
株主資本 31,685
資本金 3,727
資本剰余金 3,924
資本準備金 3,129
その他資本剰余金 794

利益剰余金 24,914
利益準備金 197
その他利益剰余金 24,716
別途積立金 16,253
繰越利益剰余金 8,463

自己株式 △880
評価・換算差額等 3,939
その他有価証券評価差額金 3,939
純資産合計 35,624

資産合計 74,866 負債及び純資産合計 74,866
（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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損益計算書

損益計算書（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日） (単位：百万円)

科目 金額

売上高 114,260
売上原価 99,862
売上総利益 14,398
販売費及び一般管理費 11,332
営業利益 3,065
営業外収益
受取利息及び配当金 509
仕入割引 62
為替差益 132
家賃収入 146
その他営業外収益 151 1,002
営業外費用
支払利息 102
売掛債権譲渡損 85
その他営業外費用 10 198
経常利益 3,869
特別損失
投資有価証券評価損 103 103
税引前当期純利益 3,765
法人税、住民税及び事業税 1,055
法人税等調整額 19 1,074
当期純利益 2,691
（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結会計監査報告

井上監査法人
　東京都千代田区
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 平 松　正 己
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 吉 松　博 幸

独立監査人の監査報告書
2026年５月29日

サンワテクノス株式会社
取締役会　御中

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、サンワテクノス株式会社の2025年４月１日から2026年３月31日までの連結会
計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行っ
た。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、サンワテクノス株式
会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示して
いるものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法人の責
任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的
影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人として
のその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、
監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に対して
意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と連結計算書
類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他
の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが求めら
れている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

監査報告

連結計算書類に係る会計監査人の会計監査報告
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連結会計監査報告

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示することに
ある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統
制を整備及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるかどうかを評価し、
我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を
開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうか
について合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正
又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる
場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行
い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実施す
る。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に際し
て、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事
項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業の
前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関す
る重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関
する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の
結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる
可能性がある。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかととも
に、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示し
ているかどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入手するために、
連結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、
単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査
上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に
影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで
軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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会計監査報告

井上監査法人
　東京都千代田区
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 平 松　正 己
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 吉 松　博 幸

独立監査人の監査報告書
2026年５月29日

サンワテクノス株式会社
取締役会　御中

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、サンワテクノス株式会社の2025年４月１日から2026年３月31日までの
第78期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下
「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類等に係る
期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法人の責
任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影
響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上
の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、
監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に対して意
見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と計算書類等又
は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記
載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが求めら
れている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

会計監査人の会計監査報告
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会計監査報告

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表示することにあ
る。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を
整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうかを評価し、我が
国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示
する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかに
ついて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は
誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合
に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行
い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実施す
る。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に際し
て、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事
項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前
提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する
重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する
計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、
監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性が
ある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかとともに、
関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているか
どうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査
上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に
影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで
軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会監査報告

監査報告書
当監査等委員会は、2025年４月１日から2026年３月31日までの第78期事業年度における取締役の職務の執行について監査いたしま

した。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。
１. 監査の方法及びその内容
　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並びに当該決議に基づき整
備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要
に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施しました。
①監査等委員会が定めた監査等委員会監査等の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部監査部門その他内部統制
所管部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明
を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査しました。また、子会社について
は、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執
行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保する
ための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」等に従って整備している旨の通知を受
け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算
書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結
注記表）について検討いたしました。

２. 監査の結果
⑴ 事業報告等の監査結果
①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③　内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記
載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

⑵ 計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人井上監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

⑶ 連結計算書類の監査結果
会計監査人井上監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

サンワテクノス株式会社　監査等委員会

常勤監査等委員 花　山　一　八 ㊞
監査等委員 山　口　　　章 ㊞
監査等委員 康　　　理　惠 ㊞
監査等委員 鈴　木　信　幸 ㊞

2026年６月３日

　（注）監査等委員山口　章、康　理惠及び鈴木　信幸は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社外取締役であります。

監査等委員会の監査報告

以　上

－ 45 －
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入口詳細図

スマートフォンやタブレット端末
から左記のQRコードを読み取る
とGoogleマップにアクセスいた
だけます。

株主総会会場ご案内図

会場

東京コンベンションホール　５階
(東京スクエアガーデンビル内)
東京都中央区京橋三丁目１番１号
03-5542-1995（代表）

　

最寄り駅

東京メトロ

銀座線「京橋駅」
３番出口直結

有楽町線「銀座一丁目駅」
７番出口より徒歩２分

ＪＲ

「東京駅」
八重洲南口より徒歩６分
京葉線１番出口より徒歩４分

「有楽町駅」
京橋口より徒歩６分

都営地下鉄

浅草線「宝町駅」
Ａ４番出口より徒歩２分

お身体が不自由な株主様、障がいをお持ちの株主様へ
　●会場ビルはバリアフリー対応となっております。
　●会場には、議決権を行使できる株主様以外はご入場いただけませんが、お身体の不自由な株主様のご同伴者様１名はご入場
いただけます。ご来場の際、会場内でお困りのことがございましたら会場スタッフへお気軽にお声掛けください。

　

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。　


